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まえがき

この規格は，工業標準化法第12条第1項の規定に基づき，財団法人日本規格協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。

この規格の一部が，技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の実用新案登録出願に抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の実用新案登録出願にかかわる確認について，責任はもたない。

JIS X 4166には，次に示す附属書がある。

附属書1（参考）例

附属書2（参考）参考文献
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JIS

X 4166：2005
XML文書へのグリフ識別子の埋込み

Embedding Glyph Identifiers in XML Documents

 LISTNUM list1 \l 1  
適用範囲　この規格は，XML文書へグリフ識別子を埋め込むためのXMLに基づく言語について規定する。

 LISTNUM list1 \l 1  
引用規格　次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの引用規格のうちで，発効年を付記してあるものは，記載の年の版だけがこの規格の規定を構成するものであって，その後の改正版・追補には適用しない。

JIS X 4158:2005　XML名前空間(Namespaces in XML)

備考
W3C Recommendation, Namespaces in XML, 1999-01-14が，この規格に一致している。
参考
このW3C勧告は，http://www.w3.org/TR/1999/REC-xml-names-19990114/から入手できる。

JIS X 4159:2005　拡張可能なマーク付け言語(XML) 1.0
備考
W3C Recommendation, Extensible Markup Language (XML) 1.0 (Third Edition), 2004--02-04が，この規格に一致している。
参考
このW3C勧告は，http://www.w3.org/TR/2004/REC-xml-20040204から入手できる。
JIS X 4161:2002　フォント情報交換 第1部 体系
備考
ISO/IEC 9541-1:1991, Information technology－Font Information Interchange－Part 1: Architecture 並びにAmd.1:2001, Amd.2:1998及びAmd.3:2000が, この規格に一致している。

JIS X 4165:2002　フォント関連識別子の登録手続き

備考
ISO/IEC 10036:1996, Information Technology－Font information interchange－Procedures for registration of font-related identifiers及びCor.1:2001が, この規格に一致している。

JIS X 4172:1998　SGML公開テキスト所有者識別子
備考
ISO/IEC 9070:1991， Information Technology－SGML support facilities－Registration procedures for public text owner identifiersが，この規格に一致している。

 LISTNUM list1 \l 1  
定義　この規格で用いる主な用語の定義は, JIS X 4158, JIS X 4159, JIS X 4161, JIS X 4165及びJIS X 4172による。

 LISTNUM list1 \l 1  
グリフ参照言語　

 LISTNUM list1 \l 2  
全体的規定　グリフ参照言語は，XML文書にグリフ識別子を埋め込むための言語とする。この言語は，XML文書を構成する要素がどんな名前空間に属している場合にも，どんな局所名をもつ場合にも利用できる。

 LISTNUM list1 \l 2  
name属性　name属性は，グリフ参照言語の唯一の言語機構とする。この属性の構文及び意味は，次のとおりとする。

 LISTNUM lista\l 1 \s 1  )
名前空間　JIS X 4158による名前空間http://www.xml.gr.jp/xmlns/PRE/Referenceに属するものとする。

 LISTNUM lista\l 1  )
局所名　局所名は，nameとする。

 LISTNUM lista\l 1  )
属性値　属性値は，JIS X 4165に従うグリフ識別子とする。

要素がこの属性をもつ(この属性がDTDによってデフォルトとして指定される場合も含む。）のは、要素の内容が一つの文字だけからなる場合に限る。ただし、文字が、文字参照や実体参照によって表現されてもよい。
参考
ある文字を内容とする要素に対し、name属性によってどんなグリフ識別子を指定するかの判断は利用者の責任とする。
この属性をもつ要素をEとし(この属性がDTDによってデフォルトとして指定される場合も含む。），属性値によって参照されるグリフをGとする。この属性は，Eの表示及び印刷にGを利用することを意味する（附属書１参照）。

 LISTNUM list1 \l 1  
適合性　XML文書を表示又は印刷する応用プログラムは，name属性をもつ要素を表示又は印刷するとき，name属性の値であるグリフ識別子に対応するグリフを用いなければならない。他のグリフを用いてはならない。

参考
グリフを利用する他の処理(検索など)については規定しない。

附属書1（参考）例

この附属書は，本体に関連する事柄を補足するもので，規定の一部ではない。

この附属書は，本体で規定される言語機構を用いてグリフ識別子の埋込みを行ったXML文書の記述例及びその意味を示す。

次の例では，相撲力士の曙太郎の姓となる“曙”の文字を使用している。文字“曙”には，内部に点を含むグリフISO/IEC 10036/RA//Glyphs: 10014220と点を含まないグリフISO/IEC 10036/RA//Glyphs 10054157とがどちらも使用できる。言い換えれば、JIS X 0221-1では，二つのグリフは一つのコード位置に包摂されている。しかし，相撲力士の曙太郎は，大関に昇進するまでは“天下を取る”という意図を表現するために，点を含まない“曙”を名乗り，大関昇進後に点を含む“曙”に改名した。この改名を意味のあるものとみなし，区別して扱う要求は当然存在し得る。
なお，曙太郎は，昭和63年3月から平成13年1月まで活躍したアメリカ合衆国ハワイ州出身の相撲力士である。

例.
この例は，XHTML及びこの規格によって規定される言語を使用したXML文書である。XHTML利用者エージェントによって表示又は印刷を行った場合，“曙”が点を含むかどうかは使用されるフォントのデザインに依存する。

XHTML文書を表示又は印刷する応用プログラムが本規格に適合するためには、グリフISO/IEC 10036/RA//Glyphs:10054157が指定されていることをname属性の値によって認識し，適切なフォントを用いるなどの方法によって、このグリフを用いなければならない。すなわち、内部に点を含めずに表示しなければならない。


<html xmlns="http://www.w3.org/1999/xhtml">


  <body xmlns:glyph="http://www.xml.gr.jp/PRE/Reference">


    <p>昭和63年3月に初土俵を踏んだ<span 


     glyph:name="ISO/IEC 10036/RA//Glyphs:10054157">曙</span>太郎


     はハワイ出身である。</p>


  </body>


</html>
附属書2（参考）参考文献

この規格に関連する参考文献を次に示す。

JIS X 0221-1:2001　国際符号化文字集合(UCS) － 第1部: 体系及び基本多言語面

備考
ISO/IEC 10646-1:2000 Universal Multiple－Octet Coded Charatcer Set (UCS)－Part 1: Architecture and Basic Multilingual Planeが, この規格に一致している。
World Wide Web Consortium(W3C) Recommendation, XHTML™ 1.0 The Extensible HyperText Markup Language

参考
TR X 0037: 2001, 拡張可能なハイパテキストマーク付け言語(XHTML) 1.0が，このW3C勧告に一致している。

JIS X 4166：2005
XML文書へのグリフ識別子の埋込み
解　説
この解説は，本体及び附属書に規定･記載した事柄，参考に記載した事柄，並びにこれらに関連した事柄を説明するもので，規格の一部ではない｡

この解説は，財団法人日本規格協会が編集･発行するものであり，この解説に関する問合せは，財団法人日本規格協会へお願いします｡

1.
制定の趣旨　
1.1
背景
1.1.1
XML及び符号化文字　XML(Extensible Markup Language)は，Unicode及びJIS X 0221-1:2001にある符号化文字からなる文書を表現する。これらの符号化文字のうち日本語の表記に用いられるものは，JIS X 0213:2004　7ビット及び8ビットの2バイト情報交換用符号化拡張漢字集合によって規定されている。
JIS X 0213は，“JIS X 0208が当初符号化を意図していた，現代日本語を符号化するために十分な文字集合を提供することを目的として設計”され，日本国内における情報交換用符号化漢字集合として利用できるただ一つの規格である。
1.1.2
書き分け及び包摂規準　JIS X 0213などの符号化文字集合は，利用者が文字を書き分けるには不十分なことがある。例えば，戸籍関連法令で定められた“氏又は名の記載に用いる文字の取り扱い”を満たすように戸籍を電子化するには，JIS X 0213は不十分である。
具体的な1例を挙げる。法務省民第五二〇〇号民事局長通達は，“第1の1俗字等の取り扱い”の一部として，“戸籍に記載されている氏又は名の文字が次に掲げる文字であるときは，そのまま記載するものとする。”と規定しており，‘(2)　“示”，“辶”，“食へん（旧字）”，“青へん（下が円）”を構成部分にもつ正字の当該部分がそれぞれ“ネ”，“一点しんにょう”，“食へん”，“青へん（下が月）”と記載されている文字’を具体的に挙げている。
JIS X 0213の6.6.3.2は，これらをそれぞれ，包摂規準161)，128)，153)，146)によって同じものとみなして符号化すると規定している。したがって，JIS X 0213は，これらの文字を区別して書き分けることはできない。
包摂については，JIS X 0213:2004及びJIS X 0208:1997が詳しく規定している。包摂を認めずに，わずかの差異を区別する符号化文字集合は，検索・照合には著しく都合が悪い。包摂は，書き分けを妨げることがあるが，符号化文字集合には不可欠である。
1.1.3
符号化画像そのものによる文字の表現　利用者が要求する書き分けを実現するため，画像の利用がまず考えられる。XML文書にJPEGなどで符号化された画像を埋め込めば，どのような書き分けも可能である。実際，利用者には文字に見えるJPEG画像をXHTML文書に埋め込んだ例は，幾つも存在する。
現在システム化が進みつつある戸籍の電子化において，従来の紙による戸籍簿を画像で置き換えた例も多く存在する。これは，法務省民事局長通達が求めている“戸籍に記載されている氏又は名の文字”を，符号化文字ではなく，符号化画像によって表現している。
しかし，画像の利用には二つの問題がある。第一に，JPEGなどで符号化された画像は特定の解像度・大きさをもつため，XML文書の表示・印刷を制限する。例えば，スタイルシートを適用して文字の大きさ又はフォントを変えようとしても，埋め込まれた画像には適用できない。第二に，文字としての検索・照合が困難である。書き分けに関する検索（例えば，“一点しんにょうの辻” ，“二点しんにょうの辻”の検索）も行えない。
1.1.4
グリフ識別子による文字の表現　グリフは，“個々のデザインの違いを除去した認知可能な抽象的図記号”とJIS X 4161:2002に規定されている。グリフを一意に識別する識別子を用いることによって，利用者が書き分けたい差（包摂される複数の字体）を示すことができる。

グリフを登録し，参照のための公開識別子を与える手続きは，JIS X 4165:2002によって規定されている。JIS X 4165は，グリフ集合を登録する手続きも同様に規定している。グリフ識別子を含む更に一般的な公開識別子は，JIS X 4172:1998によって規定されている。
1.2
基本方針　この規格は，符号化文字とグリフとを併用することによって，書き分けの問題を解決することを主眼とする。検索・照合を損なわないように符号化文字集合を用い，符号化文字集合では包摂されるわずかなの差異はグリフ識別氏によって特定する。具体的には，XML文書中の符号化文字を要素として扱い，その要素にグリフ識別子を属性として付与する。
符号化文字としての検索・照合に加えて，グリフ識別子による検索・照合を行うことによって，書き分けに対応する検索（例えば，“一点しんにょうの辻”，“二点しんにょうの辻”の検索）を行うこともできる。
1.3
制定の必要性　JIS X 0213などの符号化文字集合で書き分けられない文字の差異を表すための標準的な方法は，これまで存在しなかった。唯一の例外として，XMLにおける記法という機構を用いてグリフ識別子を指定する方法があるが，記法は現在ではほとんど用いられることはなく，DTDをもつ文書にしか利用できない。このJIS X 4166の制定によって，符号化文字集合で書き分けられない文字の細かな書き分けが可能になり，検索及び照合も可能でしかも相互運用性がある実装の出現が期待できる。
1.4
人名の表記への利用　この規格を用いると，法務省民事局長通達が求めている“戸籍に記載する文字”は，符号化文字及びグリフ識別子によって表現されることになる。検索・照合には，符号化文字による表現だけを用いることも可能であり，グリフ識別子も含めて検索することも可能である。表示・印刷についても，グリフ識別子を利用して微細な書き分けをすることも，符号化文字だけを利用して表示・印刷することも可能である。

2
制定の経緯　この規格の開発には，多方面の多くの貢献があった。特に，拡張漢字処理協議会，XML-SWG及びWorld Wide Web Consortiumの貢献は大きい。
拡張漢字処理協議会は，Windows NT拡張漢字処理仕様書などを作成し，公開していた。急速なインターネット技術の普及に伴い，インターネット技術を活用した新しい外字取扱い方法の必要性が高まり，具体的な実装方法に関する研究が拡張漢字処理協議会で行われた。この結果を踏まえ，情報交換に使用できる標準的な規定としてXKP GAIJI交換仕様書第1.0版がまとめられた。 

(財)日本規格協会 情報技術標準化研究センター(INSTAC)の次世代ネットワークの標準化に関する調査研究委員会は，その作業グループ(WG3)のXML特別作業グループ(XML-SWG)において，XKP GAIJI交換仕様に基づく画像参照交換方式を調査研究を行い，その成果を標準情報(TR)によって公表する必要性を提言した。XML-SWGは，XKP GAIJI交換仕様書第1.0版に修正を加え，TR X 0047:2001 XMLによる画像参照交換方式の原案作成を行った。
XKP GAIJI交換仕様書におけるGAIJIは，General Absolute Incalculable Jargon Imagesの短縮形であり，文字ではなく画像を示す。しかしこの名称は誤解を招きやすいため，TR X 0047では，この短縮形の利用を避けて明確に“画像交換”ということばを表題に含めた。規定内容における大きな変更は，画像の一意識別子として，拡張漢字処理協議会が独自に割り当てた名称を用いることをやめてグリフ識別子を採用したことである。

このTRは英訳され，World Wide Web Consortiumに提出された。それは，World Wide Web Consortiumでの議論を反映して修正された上で，Embedding Glyph Identifiers in XML Documentsという表題のW3C Noteとして公開された。

同時期に，9万字以上を収録する字典ソフト“今昔文字鏡”（紀伊国屋書店）に収録されたグリフが，JIS X 4165による登録手続きによって登録されて識別子を与えられ，非常に多くのグリフがグリフ識別子によって参照可能となった。ただし，この規格が“今昔文字鏡”のグリフの利用を推奨しているわけではない。
この規格は，W3C NoteのEmbedding Glyph Identifiers in XML Documentsに基づき，TR X 0047の規定内容には完全には一致していない。しかし，属性名・属性値の書式及びそれが示す意味，並びに名前空間名については，TR X 0047，W3C Note及びこの規格の間で完全に互換性が保たれている。
3.
その他の解説事項　
3.1
実装　この規格は，実装方法を規定しない。しかし，考えられる実装方法を参考としてここに示す。
一つの入力方法として，仮名漢字変換エンジンによる入力がある。仮名漢字変換によって，符号化文字だけではなく，グリフ識別子を含むXML要素として入力する。別の方法として，符号化文字を入力したあとでメニューなどを用いて，グリフ識別子を入力することもできる。

表示・印刷の方法として，いったん画像を含んだXML文書にしてからはん(汎)用の表示・印刷エンジンを用いることが考えられる。もちろん，グリフ識別子を直接利用する表示・印刷エンジンを用いてもよい。
この規格は，要素の属性によってグリフ識別子を指定しているが，実装の内部表現ではこれ以外のものを用いることができる。例えば，文字列@@@10054157@@@によってグリフ識別子ISO/IEC 10036/RA//Glyphs:10054157を表現してもよい。文書交換のときに，この規格に従った表現に変換すればよい。
グリフ識別子は，公開識別子の一つであるが，実装のときにURIが必要なこともある。公開識別子をURIに変換する方法は，IETF RFC 3151が規定している。この方法を用いて，グリフ識別子ISO/IEC 10036/RA//Glyphs:10054157を変換すると，urn:publicid:ISO%2FIEC+10036%2FRA:Glyphs%3A10003290というURNが得られる。
3.2
グリフ集合　符号化文字の場合と同様に，グリフについても，最終的には，いわゆるデザイン差などの微細な差異を同一視する必要が生じる。微細な差異に拘泥して限りなくグリフを細分化するのは実用的ではない。
必要なことは，まず適応分野と適応目的を明確にし，その分野・目的のためにどこまでグリフを区別する必要があるのかを正確に見極めることである。ある分野・目的のために構成されたグリフ集合は，その分野・目的に適した，グリフの包摂基準（グリフの区別する必要のない差異）を暗黙のうちに含んでいる。

したがって，この規格を漢字に適応する場合は，漢字グリフ集合を明確に規定した上で，常にこの漢字グリフ集合の中での特定のグリフという観点をもつことが必要である。ある微細な差異をもった漢字グリフが，漢字グリフ集合に恣意的に追加されると，既存の漢字グリフが（暗黙のうちに）包摂している範囲が影響を受け，従来の漢字グリフとの整合性が保証されなくなるからである。ただし，このことによる弊害は，符号化漢字集合における新しい符号位置の追加による弊害に比べれば，はるかに少ない。

これらの考察から，ある明確な目的を持った領域に対して，目的が明確でない漢字グリフ集合を不用意に適応することは危険である。特に，戸籍処理などの電子化行政目的にこの規格を適応する場合は，漢字グリフ集合として何を使うのかを明確にし，この集合に漢字グリフを追加する際はその副作用を慎重に吟味する必要がある。JIS X 4165に従って，グリフ集合を登録簿に登録することも考えられる。
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5.
原案作成委員会の構成表　この規格を作成した(財)日本規格協会 情報技術標準化研究センター(INSTAC)のXML適用関連に関する標準化調査研究委員会及び作業グループ WG1 SWG-Xの委員構成を，それぞれ解説表1，解説表2に示す。この規格の作成には，これらの委員に加えて，株式会社ジャストシステムの小林龍生氏の参加をいただいた。

解説表 1　XML適用関連に関する標準化調査調査委員会
	
	氏名
	所属

	(委員長)
	小柳 義夫
	東京大学 

	(幹事) 
	大野 邦夫
	株式会社ジャストシステム 

	(委員) 
	今村 誠
	三菱電機株式会社 

	
	浦野 昇
	株式会社富士通プライムソフトテクノロジ 

	
	岡部 恵造
	株式会社サンブリッジソリューションズ 

	
	加藤 博之
	株式会社NTTデータ 

	
	菊田 昌弘
	株式会社シナジー・インキュベート 

	
	小町 祐史
	SC34国内委員長，パナソニックコミュニケーションズ株式会社

	
	瀬戸 和吉
	経済産業省産業技術環境局

	
	三分一 信之
	株式会社日立システムアンドサービス 

	
	杉山 高弘
	日本電気株式会社 

	
	深見 拓史
	株式会社廣済堂 

	
	湯浦 克彦
	株式会社日立製作所 

	
	渡辺 榮一
	XBRL Japan，株式会社東京商工リサーチ 

	(経済省)
	堀坂 和秀
	経済産業省産業技術環境局 

	(事務局)
	山中 正幸
	財団法人日本規格協会 


解説表 2　作業グループ WG1 SWG-X

	
	氏名
	所属

	(主査)
	小町 祐史
	パナソニックコミュニケーションズ株式会社

	(幹事)
	内山 光一
	株式会社東芝

	(委員)
	村田 真
	国際大学研究所

	
	川俣 晶
	株式会社ピーデー

	
	黒川 利明
	株式会社CSK 

	
	内藤 求
	株式会社シナジー・インキュベート

	
	野口 高成
	ネクストソリューション株式会社

	
	堀坂 和秀
	経済産業省産業技術環境局

	(事務局)
	山中 正幸 
	財団法人日本規格協会 
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